
 

  

リハビリテーション技術科では、上伊那地域におけるリハビリテーションの中核的な役割を担えるよ

う、総合的かつ専門的な知識を有し、患者さん、ご家族、そして地域から求められる療法士の育成を目

標としています。全職員の系統的な教育が行えるようにするため、クリニカルラダーを導入し、集合研

修、OJT、自己啓発等を通じて段階的にステップアップしていくことを目指しています。 

 

 

 

当科のクリニカルラダーは新人教育（ラダーレベルⅠ・Ⅱ）・生涯教育（ラダーレベルⅢ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ）

に大別しています。レベル毎の到達目標を明確にすることで、個々の療法士が自己の能力を把握できる

ようにし、段階的にリハビリテーション実践能力を高めるための目安として活用しています。レベルⅠ、

Ⅱは社会人としての資質とリハビリテーション実践能力を身に着けることを主目的とし（新人教育）、レ

ベルⅢ以降は指導育成能力の向上や専門分野の習熟、管理運営能力を身に着けていくことを主目的とし

ています（生涯教育）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リハビリテーション技術科 職員教育制度について 

 

クリニカルラダーについて 

 

 



 

 

新人教育では、集合研修、診療参加型研修（OJT）等を設定しています。また、年次毎に課題を設定し

ており、それらを遂行することにより、社会人としての資質とリハビリテーション実践能力を身に着け

ることを目指しています。新卒の新入職員に対しては、2名以上の教育担当者を配置し、知識、技術面で

のサポート、業務全般における相談役を担います。 

 

 

 

 

 

生涯教育は、新人教育を修了した職員が新たな目標を掲げて継続的に研鑚し、指導育成能力の向上や

専門分野の習熟、管理運営能力を身に着けていくことを目指しています。 

 

 

 

教育制度をスムーズに運営していくために教育部員を選出し、教育担当者や研修者からの意見を集約

して研修の実施状況をモニタリングし、研修業務の配分やスケジューリングを行っています。 
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教育部について 

 

 


